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景
況
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Ｊ
Ａ
Ｓ
登
録
認
定
機
関
新
法
人
の
概
要
決
定

名
称
は
　
　
　
　
全
国
木
材
検
査
・
研
究
協
会

有
限
責
任

中
間
法
人

　
本
紙
前
月
号
既
報
の
と
お
り
、
全
木
連
は
新
た
な
Ｊ
Ａ

Ｓ
の
認
定
機
関
と
し
て
新
法
人
の
設
立
を
検
討
し
て
お
り
、

そ
の
た
め
の
検
討
委
員
会
を
設
置
（
委
員
長
・
小
野
田
冨

男
岩
手
県
木
材
産
業
協
同
組
合
理
事
長
）。九
月
の
第
一
回

会
合
に
引
き
続
い
て
、
十
月
六
日
に
第
二
回
会
合
を
開
催

し
、
名
称
な
ど
の
新
組
織
の
骨
子
を
決
定
し
た
。
名
称
は

有
限
責
任
中
間
法
人
全
国
木
材
検
査
・
研
究
協
会
。
当
面

は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
に
か
か
る
認
定
、
監
査
等
を
主
業
務
と
す
る

が
、
将
来
は
、
そ
れ
以
外
に
、
試
験
・
検
査
、
調
査
・
研

究
な
ど
を
行
う
こ
と
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
。
各
都
府
県

木
連
を
構
成
員
と
す
る
が
、
当
面
は
会
費
な
ど
新
た
な
経

費
の
負
担
は
求
め
な
い
。
新
法
人
設
立
に
至
る
、
そ
も
そ

も
の
基
本
的
な
問
題
で
あ
っ
た
、
役
員
の
構
成
に
つ
い
て

は
、
理
事
を
十
六
名
と
し
、
う
ち
業
界
関
係
者
を
八
名
、

非
関
係
者
を
八
名
と
す
る
、
同
様
に
監
事
に
つ
い
て
も
二

名
の
う
ち
業
界
一
名
、
非
業
界
一
名
と
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
ま
た
、
基
金
の
総
額
は
五
千
万
円
、
全
額
全
木
連
が

拠
出
す
る
。

　
委
員
会
で
は
、
ま
ず
、
前
回
会
合
の

検
討
結
果
に
つ
い
て
確
認
し
た
う
え
で
、

新
組
織
の
骨
子
に
つ
い
て
検
討
し
、
名

称
、
事
業
、
社
員
（
＝
会
員
）
資
格
、

加
入
金
、
会
費
、
設
立
時
の
社
員
（
発

起
人
）、役
員
の
定
数
及
び
役
職
、
技
術

顧
問
、
基
金
の
出
資
者
及
び
金
額
、
解

散
時
の
残
余
財
産
処
分
に
つ
い
て
決
定

　
新
組
織
は
、
全
木
連
検
査
部
の
業
務

を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
る
が
、
直
ち
に

移
行
で
き
な
い
業
務
も
あ
る
こ
と
と
、

Ｊ
Ａ
Ｓ
の
既
認
定
工
場
に
つ
い
て
は
、

三
年
間
の
猶
予
期
間
の
う
ち
に
移
行
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
た
め
、
当
面
は
、

全
木
連
検
査
部
と
並
行
し
て
運
営
す
る

こ
と
と
な
る
。

　
こ
の
た
め
、
全
木
連
検
査
部
の
職
員

が
新
組
織
の
職
員
を
兼
務
す
る
こ
と
と

な
り
、
経
費
に
つ
い
て
も
、
検
査
部
に

掛
か
る
も
の
を
負
担
分
け
す
る
形
と
な

る
。

　
従
っ
て
、
新
組
織
に
移
行
す
る
業
務

は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
関
係
の
う
ち
、
登
録
認
定

機
関
の
工
場
認
定
業
務
と
第
三
者
検
査

機
関
、
認
定
工
場
に
係
る
機
械
等
の
認

定
業
務
、
研
修
会
等
の
教
育
活
動
で
あ

る
。
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し
た
。

　
社
員
は
、
正
社
員
の
ほ
か
、
賛
助
社

員
を
認
め
る
。
正
社
員
の
場
合
、
加
入

金
が
一
万
円
、
会
費
に
つ
い
て
は
当
面

無
料
と
す
る
。
賛
助
社
員
は
、
加
入
金

が
五
万
円
、
会
費
は
年
額
三
万
円
で
あ

る
。

　
理
事
の
う
ち
、
業
界
関
係
者
は
、
北

海
道
を
除
く
全
木
連
の
副
会
長
選
出
支

部
六
名
、
会
長
選
出
支
部
一
名
及
び
全

木
連
会
長
。
業
界
外
の
理
事
は
学
識
経

験
者
三
〜
四
名
、
住
宅
関
連
団
体
等
二

〜
三
名
、
本
部
二
〜
三
名
と
す
る
こ
と

な
ど
が
決
ま
っ
た
。

　
決
定
さ
れ
た
骨
子
に
基
づ
い
た
定
款

　（　）案
に
つ
い
て
も
、
こ
の
席
で
承
認
さ
れ

た
。

　全
木
連
検
査
部
の

　業
務
を
一
部
移
行
し

　当
面
は
並
行
し
て
運
営

　年
内
に
設
立
総
会
を
開
催

　来
年
四
月
に
登
録
認

　定
機
関
を
目
指
す

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、

十
一
月
の
全
木
連
理
事
会
に
諮
り
、
承

認
を
得
た
う
え
で
、
十
一
月
中
に
は
新

法
人
の
設
立
総
会
を
開
催
し
、
来
年
一

月
に
は
設
立
登
記
し
、
成
立
を
は
か
る
。

追
っ
て
登
録
認
定
機
関
の
申
請
を
行
い
、

四
月
中
の
登
録
を
目
指
す
こ
と
と
な
る
。
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ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
強
化

環
境
税
創
設
な
ど
要
望

　
　
　
　
18
年
度
税
制
改
正
で

　
九
月
二
十
七
日
、
全
木
連
は
じ
め
林

業
・
木
材
八
団
体
は
平
成
十
八
年
度
の

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
関
係
す
る

税
制
改
正
に
つ
い
て
、
概
要
以
下
の
通

り
自
由
民
主
党
に
要
望
を
行
っ
た
。

１
　
新
規
拡
充
事
業

環
境
税
（
仮
称
）
の
新
設

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
施
設
等
を
取
得
し

た
場
合
の
特
別
償
却
・
控
除
な
ど
の
創

設
（
所
得
税
・
法
人
税
・
固
定
資
産
税

・
事
業
所
税
）

林
業
木
材
産
業
を
営
む
も
の
等
の
機
械

及
び
装
置
の
残
存
価
格
な
ど
の
適
正
化

（
所
得
税
・
法
人
税
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
税
制
制
度
の
創
設
、

な
か
ん
ず
く
住
宅
の
耐
震
改
修
促
進
税

制
等
の
創
設
（
所
得
税
・
個
人
住
民
税

・
法
人
税
）
な
ど
。

２
　
延
長
事
項

木
く
ず
焚
き
ボ
イ
ラ
ー
取
得
時
の
特
別

償
却
・
特
別
控
除
の
特
例
措
置
（
所
得

税
・
法
人
税
）

新
築
住
宅
に
対
す
る
減
額
の
特
例
措
置

（
固
定
資
産
税
）
な
ど
。

　　自
民
党
に
要
請
活
動

　
　
　
　
　
違
法
伐
採
対
策
な
ど

　
全
木
連
を
は
じ
め
と
す
る
林
業
・
木

材
関
係
団
体
は
、
十
月
四
日
自
民
党
本

部
で
開
催
さ
れ
た
農
林
部
会
・
総
合
農

政
・
林
政
調
査
会
合
同
会
議
の
場
で
、
新
体

制
と
な
っ
た
同
部
会
の
メ
ン
バ
ー
議
員

に
対
し
て
、
①
違
法
伐
採
対
策
・
地
域
材

利
用
の
推
進
②
森
林
林
業
の
再
生
に
向

け
た
新
生
産
シ
ス
テ
ム
の
確
立
③
環
境

税
の
創
設
な
ど
予
算
実
現
を
要
請
し
た
。

当
会
か
ら
は
角
谷
常
務
が
同
席
し
た
。

　
労
災
保
険
未
加
入
事
業
者
へ
の

　
　
　
　
　
最
大
で
保
険
給
付
の
一
〇
〇
％
徴
収

　
　
　
　
　
　
　
11
月
１
日
か
ら
実
施

　
平
成
十
七
年
八
月
十
五
日
付
け
、
農

林
水
産
省
告
示
第
一
三
〇
四
号
に
よ
っ

て
、
枠
組
壁
工
法
構
造
用
製
材
の
日
本

農
林
規
格
の
改
正
内
容
が
告
示
さ
れ
た
。

施
行
は
平
成
十
七
年
十
一
月
十
四
日
。

　
こ
の
改
正
は
、
規
格
を
現
実
の
生
産
、

流
通
、
消
費
実
態
に
一
層
的
確
に
対
応

し
た
も
の
と
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
の
規
定
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

　
改
正
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
。

　
一
、
規
格
の
統
合

　
「
枠
組
壁
工
法
構
造
用
製
材
の
日
本

農
林
規
格
」
と
「
機
械
に
よ
る
曲
げ
応

力
等
級
区
分
を
行
う
枠
組
壁
工
法
構
造

用
製
材
の
日
本
農
林
規
格
」
を
統
合
し
、

「
枠
組
壁
工
法
構
造
用
製
材
の
日
本
農

林
規
格
」（
第
六
条
Ｍ
Ｓ
Ｒ
製
材
の
規
格
）

と
し
た
。

　
二
、
寸
法
型
式
の
追
加

　
実
需
側
の
要
望
を
踏
ま
え
、「
２
０
５
」、

「
３
０
４
」
及
び
「
３
０
６
」
を
追
加

し
た
。
ま
た
、
乙
種
枠
組
の
型
式
に

「
２
０
５
」、「
２
０
６
」、「
３
０
４
」、「
３

０
６
」、「
４
０
６
」、「
４
０
８
」
を
追
加

し
た
。

　
三
、
含
水
率
試
験
の
方
法
の
明
記

　
品
質
項
目
の
含
水
率
（
乾
燥
材
に
限

る
）
に
つ
い
て
、
そ
の
試
験
方
法
（
全

乾
重
量
法
）
を
明
記
し
、
他
規
格
と
の

整
合
性
を
図
っ
た
。

　
四
、「
腐
れ
」
基
準
の
明
確
化
及
び

「
加
工
上
の
欠
点
」
の
規
格
化
等

　
品
質
基
準
の
「
腐
れ
」、「
そ
り
」、「
ね

じ
れ
」
等
を
具
体
的
に
記
述
し
、
数
値

化
で
き
る
も
の
は
数
値
に
よ
り
明
確
化

し
た
。
ま
た
、
従
来
「
加
工
上
の
欠
点
」

の
一
区
分
で
あ
っ
た
も
の
を
、「
逆
目
ぼ

れ
」、「
毛
羽
立
ち
」、「
目
違
い
」、「
目
離
れ
」

等
の
項
目
で
規
格
化
し
た
。

　
五
、
Ｈ
ｅ
ｍ
　
Ｆ
ｉ
ｒ
及
び
Ｓ
Ｐ
Ｆ

―

平
均
年
輪
幅
基
準
の
除
外

　
実
大
実
験
に
よ
り
、
Ｈ
ｅ
ｍ
　
Ｆ
ｉ

―

ｒ
（
ツ
ガ
属
）
及
び
Ｓ
Ｐ
Ｆ
（
ト
ウ
ヒ
、

マ
ツ
、
モ
ミ
属
）
に
つ
い
て
は
、
年
輪

幅
が
強
度
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
年
輪

幅
規
制
を
除
外
し
た
。

　
六
、
樹
種
グ
ル
ー
プ
の
廃
止
・
見
直

し
と
樹
種
群
の
表
示

　
強
度
基
準
等
の
性
能
を
基
に
Ｓ
Ⅰ
、

Ｓ
Ⅱ
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、
表
示
し
て

い
た
が
、
Ｓ
Ⅱ
に
属
す
る
樹
種
が
Ｓ
Ⅰ

に
属
す
る
樹
種
よ
り
基
準
強
度
は
低
い

と
は
一
概
に
は
言
え
な
い
こ
と
か
ら
、

樹
種
グ
ル
ー
プ
の
廃
止
・
見
直
し
を
行

い
、
樹
種
群
の
記
号
及
び
樹
種
を
規
格

に
明
記
し
、
表
示
内
容
を
樹
種
群
の
略

号
と
し
た
。

　
七
、
Ｍ
Ｓ
Ｒ
製
材
の
規
格
に
「
相
当

径
比
」
の
基
準
を
規
定

　
材
の
中
央
部
分
に
節
が
無
い
場
合
や
、

極
端
に
小
さ
い
場
合
は
、
強
度
的
影
響

の
な
い
節
で
も
両
端
に
あ
る
こ
と
で
不

合
格
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら

相
当
径
比
を
設
け
た
。

２
×
４
製
材
Ｊ
Ａ
Ｓ
改
正

　
十
一
月
一
日
か
ら
、
労
災
保
険
未
加

入
の
事
業
主
に
対
し
て
「
費
用
徴
収
制

度
」
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
労
災
保
険
は
、
一
人
で
も
労
働
者
を

雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、
加
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
制
度
で
あ
る
が
、
加
入

手
続
を
し
な
い
事
業
者
が
依
然
と
し
て

多
く
、
制
度
運
営
上
の
問
題
に
な
っ
て

い
る
と
と
も
に
、
真
面
目
に
保
険
料
を

納
付
し
て
い
る
事
業
主
と
の
間
に
は
不

公
平
感
が
生
じ
て
い
る
。と
い
う
の
は
、

労
災
保
険
は
、
労
働
者
へ
の
補
償
が
趣

Ｍ
Ｓ
Ｒ
規
格
の
統
合
な
ど
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木
材
需
給
見
通
し
を
修
正

丸
太

木
材
（
用
材
）
の
需
給
の
実
績
と
見
通
し

国
　　
　　
　　
産
　　
　　
　　
材

（
95
.6
）

（
96
.6
）

年
　　
次

総
数

合
板
用

需
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
要

製
材
用

パ
ル
プ
・

チ
ッ
プ
用

そ
の
他
用

総
数

総
数

13
, 8
25

40
, 9
46

〈
6,
53
7〉

42
, 1
86

13
, 0
74

13
, 2
26

12
, 8
10

（
10
1.
2）

（
96
.9
）

37
, 0
87

34
, 8
56

（
94
.0
）

（
97
.2
）

〈
6,
31
9〉

38
, 7
06

〈
7,
17
4〉

37
, 6
07

〈
7,
95
1〉

（
98
.3
）

（
10
2.
5）

（
96
.6
）

（
95
.9
）

チ
ッ
プ

26
, 6
61

25
, 1
04

24
, 7
91

（
98
.8
）

輸
　　
　　
　　
　　
　　
入
　　
　　
　　
　　
　　
材

供
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
給

工
場
残
材

林
地
残
材

総
数

丸
太

合
単
板

〈
6,
53
7〉

32
81
, 2
41

〈
6,
31
9〉

〈
7,
17
4〉

（
11
3.
5）

〈
7,
95
1〉

（
11
0.
8）

35 95
（
27
1.
4）

14
3

（
15
0.
5）

74
, 4
88

72
, 0
50

（
96
.7
）

15
, 9
13

18
, 0
18

8,
42
4

14
, 3
40

13
, 6
94

（
95
.5
）

15
, 9
42

14
, 8
65

（
93
.2
）

8,
50
2

8,
42
3

（
10
0.
9）

7,
89
7

（
92
.9
）

（
単
位
：
千

パ
ル
プ

）
K

そ
の
他

10
, 3
20

1,
90
4

（
93
.6
）

8,
65
9

8,
10
1

（
99
.0
）

8,
02
2

2,
01
9

2,
09
7

（
10
3.
9）

（
10
9.
4）

2,
29
4

4.〈
　
〉内
は
、
工
場
残
材
及
び
解
体
材
・
廃
材
を
利
用
し
た
木
材
チ
ッ
プ
の
需
給
量
で
あ
り
、
製
材
用
等
に
丸
太
換
算
し
て
含
ま
れ
て
い
る
た
め
外
書
き
と
し
た
。

5.（
　
）内
は
、
前
年
比（
％
）で
あ
る
。

6.
　数
値
の
合
計
値
は
、
四
捨
五
入
の
た
め
一
致
し
な
い
も
の
が
あ
る
。

15
年

14
年

13
年

（
98
.9
）

34
, 7
66

（
99
.7
）

36
, 9
79

（
98
.9
）

（
10
0.
5）

（
10
0.
2）

12
1

（
　8
4.
6）

〈
7,
68
2〉

（
　9
6.
6）

71
, 0
36

（
98
.6
）

14
, 3
98

（
96
.9
）

14
, 0
88

（
10
2.
9）

24
, 3
37

（
98
.2
）

2,
45
6

（
10
7.
1）

平
成
12
年

88
, 3
95

33
, 8
99

13
, 4
46

（
96
.2
）

〈
7,
46
8〉

38
, 0
95

（
10
0.
3）

2,
95
5

88
, 3
95

16
, 7
13

16
, 5
92

12
1

（
10
0.
0）

〈
7,
46
8〉

（
97
.2
）

71
.6
82

13
, 2
00

（
92
.1
）

14
, 0
36

8,
31
6

25
, 1
76

（
10
0.
3）

8,
32
6

（
10
0.
4）

2,
62
8

（
10
7.
0）

16
年

見
通
し

当
初
見
通
し

17 　 年

99
, 2
63

91
, 2
47

88
, 1
27

87
, 1
91

2,
30
6

2,
37
9

2,
43
8

2,
63
6

99
, 2
63

91
, 2
47

88
, 1
27

87
, 1
91

18
, 0
22

16
, 7
59

16
, 0
77

16
, 1
55

17
, 9
90

16
, 7
24

15
, 9
82

16
, 0
12

89
, 7
99

（
10
3.
0）

35
, 0
41

（
10
0.
8）

13
, 9
76

（
10
9.
1）

〈
7,
68
2〉

37
, 9
81

（
10
2.
7）

2,
80
2

（
10
6.
3）

（
10
3.
0）

16
, 5
55

（
10
2.
5）

16
, 4
34

（
10
2.
6）

73
, 2
45

（
10
3.
1）

14
, 3
29

（
99
.5
）

14
, 4
68

（
10
2.
7）

8,
58
7

（
10
8.
7）

25
, 1
12

（
10
3.
2）

8,
29
2

（
10
3.
4）

2,
32
2

（
94
.5
）

7,
84
7

（
94
.6
）

26
, 1
84

（
10
4.
3）

8,
25
8

（
96
.2
）

13
, 5
14

（
93
.4
）

13
, 1
07

（
91
.5
）

71
, 2
32

（
97
.3
）

〈
7,
58
7〉

（
98
.8
）

12
2

（
10
0.
8）

16
, 7
42

（
10
1.
9）

16
, 8
64

（
10
1.
9）

88
, 0
97

（
98
.1
）

2,
68
1

（
95
.7
）

〈
7,
58
7〉

38
, 4
73

（
10
1.
3）

13
, 6
25

（
97
.5
）

33
, 3
18

（
95
.1
）

88
, 0
97

（
98
.1
）

資
料
：
平
成
12
年
～
平
成
16
年
は
林
野
庁
「
木
材
需
給
表
」。

　　
注
：
1.
輸
入
材
の
う
ち
、
製
材
、
合
単
板
、
チ
ッ
プ
、
パ
ル
プ
及
び
そ
の
他
は
、
丸
太
換
算
材
積
で
あ
る
。

　　
　　
　　
2.
本
表
に
は
薪
炭
材
及
び
し
い
た
け
原
木
を
含
ま
な
い
。

　　
　　
　　
3.
輸
入
の
構
造
用
集
成
材
が
需
要
の
そ
の
他
用
、
供
給
の
そ
の
他
に
含
ま
れ
て
い
る
。

旨
で
あ
る
の
で
、
仮
り
に
、
事
業
主
が

加
入
手
続
を
怠
っ
て
い
て
も
、
労
働
者

や
そ
の
遺
族
に
は
保
険
が
給
付
さ
れ
る

制
度
で
あ
る
た
め
だ
。

　
強
化
措
置
の
内
容
は
、、事
業
主
が
労

災
保
険
の
加
入
手
続
を
怠
っ
て
い
た
期

間
中
に
労
災
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、

遡
っ
て
保
険
料
を
徴
収
す
る
ほ
か
に
、

労
災
保
険
か
ら
給
付
を
受
け
た
金
額
の

一
〇
〇
％
又
は
四
〇
％
を
事
業
主
か
ら

徴
収
す
る
と
い
う
も
の
。

　
一
〇
〇
％
と
四
〇
％
の
区
分
け
は
以

下
の
判
断
に
よ
る
。

　
一
〇
〇
％
　
労
災
保
険
の
加
入
手
続

―

に
つ
い
て
、
行
政
機
関
か
ら
指
導
等
を

受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
手
続
を
行

わ
な
い
期
間
中
に
業
務
災
害
や
通
勤
災

害
が
発
生
し
た
場
合
＝
事
業
主
が
「
故

意
」
に
手
続
を
行
わ
な
い
も
の
と
認
定

し
、
当
該
災
害
に
関
し
て
支
給
さ
れ
た

保
険
給
付
額
の
一
〇
〇
％
を
徴
収
。

　
四
〇
％
　
労
災
保
険
の
加
入
手
続
に

―

つ
い
て
行
政
機
関
か
ら
指
導
を
受
け
て

は
い
な
い
も
の
の
労
災
保
険
の
適
用
事

業
と
な
っ
た
と
き
か
ら
一
年
を
経
過
し

て
、
な
お
手
続
を
行
わ
な
い
期
間
中
に

業
務
災
害
や
通
勤
災
害
が
発
生
し
た
場

合
＝
事
業
主
が
「
重
大
な
過
失
」
に
よ

り
手
続
を
行
わ
な
い
も
の
と
認
定
し
、

当
該
災
害
に
関
し
て
支
給
さ
れ
た
保
険

給
付
額
の
四
〇
％
を
徴
収
。

　
　
　
　
　
　
　
林
野
庁
・
需
給
対
策
中
央
協

製
材

（
96
.8
）

（
97
.0
）

（
97
.9
）

（
10
1.
0）

（
10
1.
0）

（
98
.4
）

89
, 7
99

（
10
8.
1）

（
10
5.
5）

（
96
.7
）

（
98
.4
）

　
　
　
　
　
需
給
量
は
８
８
０
９
万
K

　
林
野
庁
は
、
九
月
二
十
九
日
に
木
材

需
給
対
策
中
央
協
議
会
を
開
催
し
、
今

年
三
月
に
策
定
し
た
平
成
十
七
年
の
木

材
需
給
見
通
し
の
見
直
し
を
行
い
、
今

年
の
需
給
量
に
つ
い
て
当
初
よ
り
、
二

十
九
万
八
千
k
下
方
修
正
し
、
前
年
比

一
・
九
％
減
の
八
千
八
百
九
万
七
千
k

と
す
る
見
通
し
を
策
定
し
た
。

　
需
要
面
で
は
、
新
設
木
造
住
宅
着
工

数
が
前
年
を
下
回
る
も
の
と
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
製
材
用
は
、
当
初
見
通

し
値
を
引
き
下
げ
、
前
年
比
減
少
と
な

る
。
合
板
用
に
つ
い
て
は
、
住
宅
需
要

は
同
様
で
あ
る
が
、
国
産
材
を
利
用
し

た
合
板
製
造
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

当
初
見
通
し
を
引
き
上
げ
、
前
年
比
は

減
少
と
な
る
。

　
パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ
用
に
つ
い
て
は
、

需
要
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
当

初
見
通
し
を
引
き
上
げ
、
前
年
比
も
増

加
す
る
。

　
そ
の
他
用
の
需
要
に
つ
い
て
は
、
構

造
用
集
成
材
に
対
す
る
需
要
増
加
が
見

込
ま
れ
る
も
の
の
、
住
宅
着
工
の
減
少

か
ら
、
当
初
見
通
し
を
引
き
下
げ
、
ま

た
、
前
年
比
減
少
と
な
る
。

　
一
方
、
供
給
面
で
は
、
国
産
材
は
前

年
比
増
加
、
輸
入
材
は
前
年
比
減
少
で

あ
る
。

　
国
産
材
は
、
前
年
比
一
・
九
％
増
加

の
千
六
百
八
十
六
万
四
千
k
。
輸
入
材

は
、
前
年
比
二
・
七
％
減
少
の
七
千
百

二
十
三
万
二
千
k
で
あ
る
。

　
輸
入
材
で
は
、
丸
太
、
製
材
、
合
単

板
、
パ
ル
プ
、
そ
の
他
は
前
年
比
減
少

と
な
り
、
チ
ッ
プ
は
前
年
比
増
加
で
あ

る
。



平成16年6月からスタート！ 

一定の要件を満たした保証申込みに  
スピーディに応える無担保保証です。  

独立行政法人 農林漁業信用基金（林業部門）  
 副理事長　加藤　鐵夫加藤　鐵夫  

〒101-8506　東京都千代田区内神田1-1-12　コープビル11階 
TEL 03-3294-5581　FAX 03-3294-5595 
　　URL　http://www.affcf.com/forestry

 

お役に立ちます　林業・木材産業信用保証 

林業・木材産業発展のために 

全　　　木　　　連　　　時　　　報

景況調査＝全木協
（　　　　）内は実数

〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向
受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

1ヵ月以内 1ヵ月 1ヵ月以上

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

頻度
乾燥材取引の

―　4　―

増　　加 減　　少

保ち合い

保ち合い

強　含　み

強　含　み 弱　含　み

変らず

弱　含　み

平成17年10月25日（火曜日） （第571号）（第三種郵便物認可）

「
木
づ
か
い
応
援
団
」
マ
ス
タ
ー
ズ
リ
ー
グ
を
応
援

15:00

13:30

14:00

13:00

14:00

17:00

13:00

14:00

12:30

18:00

14:00

18:00

14:00

13:00

15:00

試合
時間対戦カード球　　場試合日

東京ドーム

名古屋球場

福岡ドーム

広島球場

東京ドーム

ナゴヤドーム

久留米市営球場

福岡ドーム

大館樹海ドーム

東京ドーム

札幌ドーム

東京ドーム

大阪ドーム

札幌ドーム

大阪ドーム

東京vs札幌

名古屋vs札幌

福岡vs大阪

札幌vs福岡

東京vs大阪

名古屋vs東京

福岡vs札幌

福岡vs東京

大阪vs札幌

東京vs名古屋

札幌vs名古屋

札幌vs東京

大阪vs東京

札幌vs大阪

大阪vs名古屋

木　（　）祝
11月3日

11月12日
土

11月13日
日

11月19日
土

11月20日
日

11月26日
土

11月27日
日

12月11日
日

12月11日
日

12月21日
水

12月25日
日

1月2日
月　（　）祝
1月9日
月　（　）祝
1月14日
土

1月22日
日

9月分集計表
モニター数92　　回答数64　　回収率70％

増加34％（22）
増加27％（17）
上昇　3％（　2）
上昇17％（11）

増加28％（18）
増加22％（14）
上昇　8％（　5）
上昇23％（15）

減少16％（10）
減少17％（11）
下降　3％（　2）
下降　3％（　2）

減少　6％（　4）
減少　8％（　5）
下降　0％（　0）
下降　0％（　0）

変わらず50％（32）
変わらず56％（36）
変わらず94％（60）
変わらず80％（51）

変わらず66％（42）
変わらず70％（45）
変わらず92％（59）
変わらず77％（49）

41％（24）
19％（10）
13％（　7）
12％（　7）
16％（　8）

37％（22）

54％（31）
75％（39）
78％（42）
77％（43）
74％（38）

62％（37）

　5％（　3）
　6％（　3）
　9％（　5）
11％（　6）
10％（　5）

　1％（　1）
モニター数98　　回答数69　　回収率70％

増加38％（26）
増加28％（19）
上昇　9％（　6）
上昇36％（24）

増加37％（25）
増加36％（24）
上昇12％（　8）
上昇20％（14）

減少15％（10）
減少31％（21）
下降　1％（　1）
下降　3％（　2）

減少　6％（　4）
減少　9％（　6）
下降　6％（　4）
下降　6％（　4）

変わらず41％（28）
変わらず90％（60）
変わらず61％（41）

変わらず57％（38）
変わらず55％（37）
変わらず82％（55）
変わらず74％（50）

44％（15）
23％（　5）
25％（　7）
13％（　6）

45％（10）

53％（18）
77％（17）
71％（20）
70％（32）

32％（　7）

　3％（　1）
　0％（　0）
　4％（　1）
17％（　8）

23％（　5）

05-06　プロ野球マスターズリーグ　試合日程

変わらず47％（32）

　
プ
ロ
野
球
の
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
マ
ス
タ
ー

ズ
リ
ー
グ
で
は
国
産
材
利
用
推
進
の
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、
木
づ

か
い
運
動
に
関
す
る
広
報
活
動
に
協
力

す
る
こ
と
と
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
プ

ロ
野
球
マ
ス
タ
ー
ズ
リ
ー
グ
メ
ン
バ
ー

を
派
遣
す
る
ほ
か
、
十
一
月
に
開
幕
す

る
公
式
戦
に
お
い
て
電
光
掲
示
板
や
場

内
ア
ナ
ウ
ン
ス
等
を
利
用
し
て
「
木
づ

か
い
の
ス
ス
メ
」
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
全
木
連
と
し
て
も
「
木
づ
か
い
応
援

団
」
マ
ス
タ
ー
ズ
リ
ー
グ
を
応
援
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
全
国
木
づ
か
い
関
係
者
に
は

前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
が
、
特
別
に
送
料
無

料
で
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

申
込
書
は
各
県
木
連
、
全
木
連
宛
請
求

さ
れ
た
い
。

　
開
幕
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と
お
り
。


